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 要  旨 
近年，ITS(Intelligent Transport System)を用いた自動車の安全性や快適性を高める様々なシ
ステムが開発されている．今後，車車間や路車間の通信により，様々な情報伝達手段を持った自
動車の運転支援システムが普及すると考えられているが，どのような情報をドライバに与えるこ
とに意味があるのか，その効果をよく確認することが必要である． 
本研究では，将来的に車車間通信が普及することを想定し，車車間通信により自車の 2 台前の
減速情報を自車ドライバにアラーム音による警報で知らせる追突警報システムの効果を検討す
る．すでに自車の 1 台前の状態を感知するレーダー技術を搭載した警報システムは製品化され，
市場に出ている．今回検討するシステムは，そうした従来の警報システムよりもさらに先の車の
情報まで扱うことによって，追突事故の危険性をより防ぐことができると考えられる． 
一般的に，自車の 2 台前の車が減速してから 1 台前の車が減速し，それに続いて自車が減速す
るというのが自然な流れである．そこではじめに，1 つめの実験では自車の 1 台前の車の減速に
対する警報システムを想定し，自車ドライバが前方を向いている場合（正面）とわき見をしてい
る場合について，自車の 1 台前の車の減速に対するブレーキ反応時間などへの警報の影響を調べ
る．そして，本研究のメインとなる 2 つめの実験では，1 つめの実験から得られたブレーキ反応
時間などを自車の 2 台前の車の減速に対する 1 台前の車の動作設定に適用し，自車ドライバの正
面およびわき見運転時のブレーキ反応時間などに対する 2 台前の車の減速警報の効果を検討す
る． 
結果，自車ドライバが正面およびわき見の状態でも，自車の 1 台前の車の減速に対する警報シ
ステム，自車の 2 台前の車の減速に対する警報システムはともに，自車ドライバのブレーキ反応
時間を早くすることができることが示された．さらに，自車ドライバがわき見の状態のとき，自
車の 2 台前の車の減速に対する警報システムは自車の 1 台前の車の減速に対する警報システムよ
りも自車ドライバのブレーキ反応時間を早くすることが本研究より明らかになった． 
 
